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「さわやか」
の　行　事　予　定

10月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞
火・木・土曜日
　　　　午後 1時～午後8時30分
日曜日　午前10時～午後5時30分

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞
 月～金曜日
　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

10月10日(金）
　　17日(金）
　　21日(火）
　　28日(火）
　　31日(金）

10月10日(金）

10月10日(金）
　　31日(金）

10月17日(金）

10月24日(金）

洞爺総合支
所

虻田地区

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

10月30日(木）
午前10時～
12時

回覧をご覧く
ださい

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

 11月の予定

◆献血/11月4日(火)(洞爺地区）
◆女性ミニドック/11月5日(水)(洞爺地区)・11日
  (火)(虻田地区)
◆特定・胃・大腸・前立腺・肝炎・エキノコックス
  症検診/11月6日(木)(洞爺地区)・12日(水)・13日
  (木)(虻田地区)
◆洞爺地区健康相談/11月7日(金)・14日(金)・18日
  (火)・21日(金)・25日(火)・28日(金)(洞爺総合
　支所)
◆保育所開放/11月7日(金)・14日(金)・28日(金)
  (本町保育所)
◆乳児検診/11月20日(木)(さわやか)
◆親子ふれあい遊び/11月21日(金)(さわやか)

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター
76－4006 (健康指導係)

洞爺地区健
康相談

献血

保育所開放

親子ふれあ
い遊び

保育所開放

受付　
午後1時～1時30分

楽しそうに先生とじゃんけんをする新入生

今月のワンショット

人口と世帯の動き (平成20年8月31日現在)

男…… 4,990人
女…… 5,679人
計……10,609人
世帯…… 5,241世帯

月対比
(△ 6)
(   1)
(△ 5)
(   9)

乳児健診
健康福祉セ
ンター

本町保育所

健康福祉セ
ンター

洞爺保育所

　主な内容
・第２１回北海道ツーデーマーチ開催…………… ３ｐ

・9月15日敬老の日 100歳おめでとう……………４ｐ

・町内道の駅地場産品を格安で提供 ……………５ｐ

・虻田町ごみ処理券が使えなくなります…………８ｐ

桜ヶ丘保育所運動会
　　　―笑顔いっぱいの玉入れ競技ー

クオーターマラソン大会で、
チームメンバーを応援する児童ら
クオーターマラソン大会で、
チームメンバーを応援する児童ら

桜ヶ丘保育所運動会
　　　―笑顔いっぱいの玉入れ競技ー

　10月3日から5日まで、洞爺湖文化センタ
ーで、全国エコツーリズム大会iN洞爺湖が
開かれました。
　簡単にいうと、学者や旅行会社、観光業
者、一般市民などが集まり、単なる見世物
的観光ではなく、地域そのものを観光とし
てどういかしていくのかという事が話し合
われた大会でした。
　サミット後の町のあり方を模索する当町
にとっては、うってつけのもので、私自身
もいろいろと共鳴したり、考えさせられま
した。
　詳しい内容は11月号で紹介しますが、こ
の中で、地域の良さを地域の人にどう理解
してもらうのかという発言があり、広報・
広聴の担う仕事の重要性を再認識させられ
ました。
　　　　　　　　　           （Ｈ．Ｏ）

東奔西走

　主な内容
・第２１回北海道ツーデーマーチ開催…………… ３ｐ

・9月15日敬老の日 100歳おめでとう……………４ｐ

・町内道の駅地場産品を格安で提供 ……………５ｐ

・虻田町ごみ処理券が使えなくなります…………８ｐ



こ
ん
にちは赤ちゃ

ん
ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

２

山神 夕奈ちゃん

  博さん・孝子さん
７月７日生　　泉区

(ゆ な)

白木 咲真くん

彰吾さん・智美さん
７月25日生　洞第４

(しょうま)

 笹谷 菜々ちゃん

 望さん・なつきさん
６月９日生　入１区

(な な)

塩野谷 勝也くん

孝二さん・久子さん
７月８日生 花和区

(かつや)

岡本　 祐くん

拓也さん・里佳さん
７月15日生　洞仁会

(ゆう)

今野 ゆうらくん

満寿喜さん・美環さん
７月21日生　洞第３



　
　
21
回
北
海
道
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

　
　（
洞
爺
湖
町
、
日
本
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
な
ど
主
催
）
が
、
澄
み
切

っ
た
秋
空
の
下
で
、
9
月
20
日
～
21

日
、
洞
爺
湖
畔
を
主
会
場
に
2
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
両
日
で
1
、
8
9
6
人

の
健
脚
自
慢
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
。

　
初
日
は
、
1
、
1
8
5
人
が
洞
爺

湖
ぐ
る
っ
と
1
周
（
36
㎞
）
、
洞
爺

湖
・
豊
浦
パ
ノ
ラ
マ
（
20
km
）
、
洞

爺
町
グ
ル
メ
（
13
km
）
、
火
山
科
学

館
・
金
毘
羅
（
5
㎞
）
の
4
コ
ー
ス

に
加
え
て
、
今
年
特
別
の
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
記
念
コ
ー
ス
（
10
km
）
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
最
長
コ
ー
ス
の
洞
爺
湖
1
周
組
約

4
0
0
人
は
、
主
会
場
を
午
前
7
時

に
ス
タ
ー
ト
し
、
晴
天
の
中
、
紺
碧

の
色
を
一
層
際
立
た
せ
る
洞
爺
湖
を

眺
め
な
が
ら
、
時
計
回
り
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
今
年
7
月
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
記

念
し
て
設
け
ら
れ
た
特
別
コ
ー
ス
で

は
、
ウ
イ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
を
見
学
し

た
後
、
洞
爺
湖
温
泉
の
主
会
場
を
目

指
し
て
、
午
前
9
時
30
分
に
同
ホ
テ

ル
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
。

　
く
っ
き
り
と
浮
か
び
あ
が
っ
た
羊

蹄
山
を
眼
前
に
捉
え
な
が
ら
、
ウ
ォ

ー
カ
ー
ら
は
、
力
強
く
歩
み
を
進
め

ま
し
た
。

　
2
日
目
の
21
日
は
、
う
す
曇
の
天

候
の
中
を
、
伊
達
・
有
珠
ぐ
る
っ
と

1
周
（
30
㎞
）
、
壮
瞥
・
北
の
湖
記

念
館
（
20
km
）
、
洞
爺
湖
中
島
（
10

km
）
、
西
山
火
口
散
策
（
５
㎞
）
の

4
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
総
勢
7
1
1

人
が
コ
ー
ス
ご
と
に
ス
タ
ー
ト
。
ウ

ォ
ー
カ
ー
ら
は
、
ま
だ
早
い
初
秋
の

洞
爺
湖
周
辺
を
楽
し
み
な
が
ら
、
完

歩
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

３

第

北海道ツーデーマーチ開催
第21回

北海道ツーデーマーチ開催

　
全
国
か
ら
1
、
8
9
6
人

　
　
　
　
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
集
合

　
　
紺
碧
の
洞
爺
湖
満
喫
！

サミット開催
記念コース設置

　
全
国
か
ら
1
、
8
9
6
人

　
　
　
　
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
集
合

　
　
紺
碧
の
洞
爺
湖
満
喫
！

洞爺湖一周をめざす全国の健脚自慢のウォーカーら

羊蹄山を臨みながら特別コースを歩く皆さん羊蹄山を臨みながら特別コースを歩く皆さん ごみ清掃をしながら歩く高校生ごみ清掃をしながら歩く高校生

洞爺湖一周をめざす全国の健脚自慢のウォーカーら



　
　
月
12
日
、
町
で
は
15
日
の
敬
老

　
　
の
日
に
関
連
し
て
、
今
年
度
に

１
０
０
歳
を
迎
え
る
工
藤
キ
ク
さ
ん

(

清
水
区)

と
賀
上
タ
ツ
ミ
さ
ん(

温
１

区)

の
二
人
に
、
長
崎
良
夫
町
長
か

ら
長
寿
の
お
祝
い
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
工
藤
キ
ク
さ
ん
は
、
明
治
41
年
の

10
月
17
日
秋
田
県
生
ま
れ
。
現
在
養

護
老
人
ホ
ー
ム
幸
生
園
に
入
所
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
長
崎
町
長
が
同
園
を
訪

問
し
、
お
祝
い
状
、
お
祝
い
金
を
手

渡
し
、
施
設
関
係
者
と
と
も
に
１
０

０
歳
を
祝
い
ま
し
た
。
工
藤
さ
ん
は

耳
は
遠
い
が
、
歩
行
器
で
施
設
内
を

歩
き
、
普
段
の
生
活
も
自
分
で
行
う

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
お
元
気
の
様
子
で

す
。

　
賀
上
タ
ツ
ミ
さ
ん
は
、
明
治
42
年

3
月
25
日
福
島
県
生
ま
れ
。
同
日
、

自
宅
に
長
崎
町
長
が
訪
れ
、
長
寿
の

お
祝
い
を
渡
し
、
家
族
の
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
１
０
０
歳
を
祝
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
お
一
人
で
住
ん
で
い

て
、
隣
に
い
る
娘
さ
ん
ら
が
お
世
話

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
賀
上
さ
ん
も
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
、

足
腰
も
ま
だ
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４

郷土の礎を築いた
　　　お年寄りに感謝

9月15日敬老の日

100歳おめでとう

９

　今年も9月15日の敬老の日にちなみ、町内の各自

治会で長寿を祝う会が催され、地域のお年よりの長

寿をお祝いしました。

　9月14日には、泉区主催の「長寿まつり」が開か

れ、対象となる75歳以上のお年寄り約30人が参加し

ました。

　主催者の挨拶の後、参加者を代表して石田卓さん

（79歳）が「後期高齢者などといういやな言葉を耳

にするが、これからもどうどうと胸をはって生きて

いきたい」と元気に挨拶し、宴に入りました。

　参加者らは、ごちそうを食べながら、昔話に花を

さかせていました。

泉区長寿まつり　地域のお年寄りを祝う泉区長寿まつり　地域のお年寄りを祝う

賀上タツミさん(中央)と家族の皆さん 工藤キクさん(中央)と施設関係者の皆さん

盛り上がった泉区長寿まつり盛り上がった泉区長寿まつり

賀上タツミさん(中央)と家族の皆さん 工藤キクさん(中央)と施設関係者の皆さん



秋の運動会シーズン到来

　
　
格
的
な
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、

　
　
収
穫
の
秋
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
道
の
駅
あ
ぷ
た
と
道
の
駅
洞
爺

湖
で
そ
れ
ぞ
れ
格
安
セ
ー
ル
を
行
い
、

多
く
人
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
同
あ
ぷ
た
で
は
、
９
月
27
日
～
28

日
の
両
日「
3
周
年
記
念
大
収
穫
祭
」

が
開
か
れ
、
野
菜
の
他
、
鮭
や
タ
コ

な
ど
の
地
場
の
海
産
物
が
安
価
で
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
目
玉
は
、
千
円
以
上
買
上

げ
た
人
の
抽
選
。
秋
鮭
1
本
や
ウ
ニ

丼
ペ
ア
セ
ッ
ト
な
ど
の
ほ
か
、
野
菜
、

特
産
品
詰
め
合
わ
せ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
は
ず
れ
で
も
に
ん
じ
ん
、
じ

ゃ
が
い
も
の
詰
め
放
題
が
当
た
る
と

い
う
大
盤
振
る
舞
い
。

　
1
本
で
も
多
く
入
れ
よ
う
と
、
工

夫
を
こ
ら
し
、
真
剣
な
顔
つ
き
で
つ

め
放
題
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　
一
方
同
洞
爺
湖
で
は
、
「
オ
ー
プ

ン
感
謝
セ
ー
ル
」
が
9
月
28
日
開
催
。

か
ぼ
ち
ゃ
、
た
ま
ね
ぎ
、
大
根
、
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
の
新
鮮
野
菜
が
、
１
０

０
円
か
ら
２
０
０
円
の
格
安
で
提
供

さ
れ
、
財
田
の
新
米
も
登
場
し
ま
し

た
。

　
ま
た
今
が
旬
の
各
種
じ
ゃ
が
い
も

の
地
方
発
送
も
行
わ
れ
、
お
い
し
い

洞
爺
の
野
菜
を
、
行
楽
客
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
に
入
り
、
町
内
の
保
育
所
で

　
　
運
動
会
が
開
か
れ
、
園
児
ら
は
、

リ
ズ
ム
運
動
、
か
け
っ
こ
、
遊
戯
な

ど
に
元
気
い
っ
ぱ
い
取
組
み
ま
し
た
。

　
本
町
・
入
江
保
育
所
合
同
運
動
会

は
、
晴
天
の
強
い
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
9
月
14
日
、
虻
田
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
運
動
会
定

番
の
玉
入
れ
、
つ
な
ひ
き
を
始

め
、
障
害
物
リ
レ
ー
、
対
抗
リ

レ
ー
な
ど
紅
白
に
分
か
れ
て
個

人
、
団
体
の
17
種
目
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

　
園
児
ら
は
、
父
母
や
祖
父
母

な
ど
の
応
援
を
背
に
受
け
て
、

一
つ
ひ
と
つ
の
競
技
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
桜
ケ
丘
保
育
所
は
、
9
月
6

日
洞
爺
湖
温
泉
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
紅
白
対
抗

リ
レ
ー
や
遊
戯
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
父
母
参
加
の
樽
回
し
の
リ
レ
ー
で

は
、
樽
が
う
ま
く
回
ら
ず
珍
プ
レ
ー

が
続
出
し
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ

ま
し
た
。

５

　　味覚、収穫の秋　

　　　　町内道の駅地場産品を格安で提供

秋の運動会シーズン到来

町内各保育所で
運動会開く

本

９

３周年記念セールを行った道の駅あぷた３周年記念セールを行った道の駅あぷた

楽しげに競技を行う園児ら(合同運動会)楽しげに競技を行う園児ら(合同運動会)
後ろの走者が気にかかる紅白リレー

(桜ヶ丘保育所運動会)
後ろの走者が気にかかる紅白リレー

(桜ヶ丘保育所運動会)

新鮮野菜が格安で提供された
道の駅洞爺湖オープン感謝セール
新鮮野菜が格安で提供された
道の駅洞爺湖オープン感謝セール



　
　
月
13
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ム
ノ

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
市
、

理
事
長
・
西
村
孝
司
北
海
道
大
学
教

授
）
が
主
催
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら

食
べ
物
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、「
親

子
料
理
教
室
」
が
さ
わ
や
か
で
開
か

れ
、
20
組
の
親
子
が
、
自
ら
収
穫
し

た
野
菜
を
使
っ
て
ピ
ザ
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
当
日
農
家
の
畑
か
ら
参
加
者
が
直

接
調
達
し
た
野
菜
を
材
料
に
、
西
村

教
授
と
三
田
村
理
恵
子
先
生
（
藤
女

子
大
講
師
）
の
指
導
の
下
、
調
理
開

始
。

　
な
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
皮
む
き
な
ど
お
母
さ
ん
と

楽
し
み
な
が
ら
野
菜
ピ
ザ
を
つ
く
り

あ
げ
ま
し
た
。
最
後
に
試
食
し
、
お

い
し
い
出
来
ば
え
に
顔
も
ほ
こ
ろ
ん

で
い
ま
し
た
。

６

　
　
月
8
日
か
ら
、
教
育
委
員
会
で

　
　
は
、
国
指
定
史
跡
「
入
江
・
高

砂
貝
塚
」
の
発
掘
調
査
を
始
め
ま
し

た
。

　
町
で
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
２
０

１
３
年
の
3
年
か
け
て
、
入
江
貝
塚

と
高
砂
貝
塚
を
結
び
つ
け
た
史
跡

公
園
の
整
備
を
検
討
し
て
い
て
、

今
回
の
調
査
で
は
、
そ
の
目
玉
と

な
る
竪
穴
住
居
の
全
体
像
を
把
握

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
を
主
な

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
縄
文

時
代
後
期
（
約
4
、
0
0
0
年
前
）

の
３
件
の
住
居
跡
や
石
組
み
炉
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
構
造
や
炉
の
個
数
な
ど
全
体
像

に
迫
る
計
画
で
す
。

　
作
業
は
、
今
月
末
ま
で
行
う
予
定

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
見
学
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

竪穴住居の復元めざす
入江・高砂貝塚の発掘始まる

　
　
月
10
日
、
駅
と
役
場
を
つ
な
ぐ

　
　
自
由
通
路
の
清
掃
な
ど
、
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
、
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
あ

ん
ず
の
会
」
（
山
田
一
子
会
長
＝
会

員
36
人
）
が
、
教
育
委
員
会
を
訪
れ

雑
巾
2
0
0
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、会
の
代
表
二
人
が
、「
学

校
で
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
会

員
手
づ
く
り
の
雑
巾
を
手
渡
し
、
真

屋
教
育
長
が
「
雑
巾
は
、
各
学
校
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
非
常

に
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

あんずの会
学校に会員手づくりの雑巾を寄贈

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

９

　
　
ミ
ッ
ト
開
催
を
機
に
造
成
さ
れ

　
　
た
望
羊
台
広
場
（
旧
マ
ザ
ー
ホ

テ
ル
跡
）
に
、
9
月
9
日
㈱
高
橋
建

設（
高
橋
哲
也
社
長
）が
、エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
5
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、
「
公
園
に
何
か
記
念

に
残
る
も
の
を
」
と
い
う
こ
と
で
、

植
樹
を
考
え
、
実
現
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
強
い
日
差
し
が

照
り
つ
け
る
中
、
社
員
の
皆
さ
ん
12

人
が
、
1
本
1
本
丁
寧
に
同
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
を
植
付
け
ま
し
た
。

　
高
橋
社
長
は
「
多
く
の
人
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
公
園
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
今
後
に
期
待
し
て
い
ま

し
た
。

取れたての野菜でピザ作り
親子20組参加出来栄えに大満足

望羊台広場に㈱高橋建設
エゾヤマザクラ植樹

９

９

最優秀賞を受ける
桑島小幸さん

石津さんの指導で
シャッターを切る参加者

サ

入江高砂貝塚の発掘作業風景入江高砂貝塚の発掘作業風景植樹に精を出す高橋建設の皆さん植樹に精を出す高橋建設の皆さん

真屋教育長にぞうきんを渡す山田会長真屋教育長にぞうきんを渡す山田会長ピザ作りを楽しむ子どもらピザ作りを楽しむ子どもら



　

７

　
　
月
14
日
、
晴
れ
わ
た
っ
た
秋
空

　
　
の
下
で
、
洞
爺
湖
町
先
住
民
族

供
養
祭
（
主
催
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会

虻
田
支
部
・
妻
木
征
男
支
部
長
）
が
、

入
江
の
歴
史
公
園
に
あ
る
ア
イ
ヌ
民

族
慰
霊
碑
ま
え
で
、
関
係
者
約
20
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
協
会
会
員
を
始
め
、

長
崎
良
夫
町
長
や
教
育
関
係
者
、
郷

土
史
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
、
読
経
の

中
、
1
人
ひ
と
り
焼
香
し
て
、
先
祖

の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

　
最
後
に
妻
木
征
男
支
部
長
が
「
毎

年
い
ろ
ん
な
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
供
養
祭
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
」
と
挨
拶
を
行

い
、
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

先住民族供養祭
厳かに執り行う

　
　
爺
湖
町
陸
上
競
技
協
会
が
主
催

　
　
す
る
、
秋
の
恒
例
第
13
回
洞
爺

湖
町
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
大

会
（
皆
川
一
男
大
会
長
）
が
、
9
月

23
日
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー

ト
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
小
学
生
低
学
年
が
2
チ

ー
ム
、
同
高
学
年
が
6
チ
ー
ム
参
加

し
て
、
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
～
で
ん
で

ん
ち
び
っ
子
広
場
ま
で
の
1
往
復
を
、

5
人
で
リ
レ
ー
し
て
競
い
合
い
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
児
童
ら
は
、
父
母
や
仲

間
の
声
援
を
背
に
し
な
が
ら
一
生
懸

命
走
り
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　
優
勝
は
、
低
学
年
が
ス
ー
パ
ー
チ

ー
ム
、
高
学
年
が
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
村

田
Ｕ-

21
in
6
年
2
組
。

恒例の秋のクォーターマラソン
声援を背に児童ら力走

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

　
　
業
後
継
者
の
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｃ
と

　
　
う
や
（
田
中
健
会
長
＝
会
員
17

人
）
が
、
昨
年
か
ら
始
め
た
「
Ａ
Ｃ

と
う
や
収
穫
祭
」
が
、
9
月
21
日
、

水
の
駅
の
前
に
あ
る
農
商
連
携
広
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
1
本
50
円
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
他
、
1
0
0
円
か
ら
2
0
0

円
の
格
安
の
値
段
で
キ
ャ
ベ
ツ
、
人

参
、
ゴ
ボ
ウ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
レ
タ

ス
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
今
年
も
2
0
0
円
で
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
詰
め
放
題
に
は
、
多
く
の
人

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
袋
が
い
っ
ぱ
い

に
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

目玉のジャガイモ詰め放題が大好評
ＡＣとうや収穫祭開く

洞

農 ９

厳かに執り行われた先住民族供養祭厳かに執り行われた先住民族供養祭じゃがいもつめ放題にチャレンジ！じゃがいもつめ放題にチャレンジ！

優勝したファイターズ村田
Ｕ-21ｉｎ6年2組

優勝したファイターズ村田
Ｕ-21ｉｎ6年2組賞状を手にするせつ子夫人

　
　
白
井
信
男
さ
ん
（
青
1
区
）
が
、

　
　
こ
の
度
伊
達
市
教
育
委
員
会
の

推
薦
に
よ
っ
て
、
瑞
寶
雙
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
章
は
、
公
共
的
な
分
野
で
功
績

を
残
し
た
人
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、

白
井
さ
ん
の
38
年
間
の
永
き
に
渡
る

教
師
生
活
と
保
護
司
、
遺
族
会
長
な

ど
の
社
会
的
な
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
夫
人
の
せ
つ
子
さ
ん
は
「
大
変
名

誉
な
こ
と
で
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

た
だ
主
人
が
生
き
て
い
れ
ば
喜
び
も

違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
ご
主
人
の
死
を
残
念
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

故白井信男さん
叙勲瑞寶雙光章受章する

故

賞状を手にするせつ子夫人
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　旧虻田町が販売した「虻田町ごみ処理券」は11月30日で使えなくなります。

対象となる「虻田町ごみ処理券」をお持ちの場合は、「洞爺湖町ごみ処理券」と無償で交換いた

しますので、お手数をおかけしますが、次のところまでお持ちください。

（「虻田町ごみ処理券」が貼ってあるごみは、12月以降は回収できませんのでご了承ください）

【使用・交換期限】

○平成20年11月30日

【交換場所】

○役場生活環境課窓口

○洞爺湖温泉支所窓口

虻田町ごみ処理券が使えなくなります。

リサイクルしなくちゃダメなんです！

生活環境課（　　７４－３００６）

　すでに多くの団体、個人のみなさんが活動しています。

　美しい洞爺湖の自然や道路、公園など地域の公共の場

をみなさんの手できれいにしてみませんか？

　　　　　　　　　【登録状況】○ 個人21 名

　　　　　　　　　　　　　　　○ 団体15 団体（481 名）

　　　　　　　　　　　　　　　（9月25日現在）

　　　　　※登録は引き続き受け付けています。

�

まち美化ボランティア

  テレビ、洗濯機、冷蔵庫・冷凍庫、エアコンは回収できません！

　テレビ、洗濯機、冷蔵庫・冷凍庫、エアコンは、法律で

リサイクルが義務付けられています。

  ごみステーションに排出されても町では回収できません

ので、家電販売店に処理を依頼するかご自分で「指定引取

場所」に搬入しなければなりません。

  詳しくは、役場生活環境課までお問い合わせください。

  今月は、女性サークルの「あんずの

会」（会長山田一子）をご紹介します。

  あんずの会では、毎月1回、役場本

庁舎とJR洞爺駅をつなぐ自由通路の

清掃活動を行っています。

  利用者の方にも大変喜ばれていま

す。

ー活動紹介ー

【リサイクル料金】
※家電販売店に処理を依頼する場合には、別途運搬料金が
かかります。

テレビ
エアコン
冷蔵庫・冷凍庫
洗濯機

２，８３５円
３，１５０円
４，８３０円
２，５２０円

品   目 金   額

これも
環境問題です

【交換対象となるごみ処理券】



　最近、漁業関係者の作

業場内での盗難が多発し

ています。

　防止のためパトロール

などを強化していますが、

関係者の方も、作業場の

戸締りに十分気を

つけてください。

気がついたことが

あれば、虻田交番

　　76‐2110

までご連絡くだ

さい。

 
 

度
心
身
障
害
者
給
付
事
業
」
の 
 
 

 
 

給
付
対
象
者
を
拡
大
し
、
重
度

の
精
神
障
が
い
者
の
方
に
つ
い
て
も

同
制
度
が
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
10
月
か
ら
は
、
身
体
障

が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
に
加
え
て
、

精
神
障
が
い
者
の
方
も
制
度
の
対
象

者
と
し
て
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

 

助
成
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
対
象
者
　『
精
神
保
健
福
祉
手

 
 
 
 
 
 

帳
』1
級
を
お
持
ち

 
 
 
 
 
 

の
方

■
対
象
医
療
　
通
院
医
療
、
訪
問
介 
 

 
 
 
 
 
 

護
、
柔
道
整
復
な
ど 

 
 
 
 
 

（
※
精
神
通
院
の
み
で

 
 
 
 
 
 

な
く
、
一
般
の
通
院

 
 
 
 
 
 

医
療
も
対
象
と
な
り

 
 
 
 
 
 

ま
す
）
。

■
実
施
期
日
　
平
成
20
年
10
月
1
日 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

か
ら
以
降
の
診
療
分

 
 
 
 
 
 

か
ら
助
成
を
行
い
ま

 
 
 
 
 
 

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

「
乳
幼
児
等
医
療
給
付
事
業
」
の
給

付
対
象
者
を
拡
大
し
、
小
学
生
の
方

に
つ
い
て
も
入
院
医
療
費
等
に
つ
い

て
同
制
度
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

 

平
成
20
年
10
月
か
ら
は
、
0
歳
か

ら
就
学
未
満
に
加
え
て
、
小
学
生
も

制
度
の
対
象
と
し
て
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　 

助
成
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
対
象
者
　
小
学
生

■
対
象
医
療
　
入
院
医
療
、
指
定
訪 
 
 

 
 
 
 
 
 

問
介
護

■
実
施
期
日
　
平
成
20
年
10
月
1
日 

 
 
 
 
 
 

以
降
の
診
療
分
か
ら 

 
 
 
 
 
 

助
成
を
行
い
ま
す
。

 

制
度
の
詳
細
、
申
請
手
続
き
に
つ

き
ま
し
て
は
、
住
民
課
国
保
医
療
係

　
74-

3
0
0
2
へ
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
月
21
日
～
30
日
の
期
間
行
わ
れ 
 
 

 
 

た
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
、
虻
田
地
区
と
洞
爺
地

区
で
、
「
黄
色
い
旗
の
波
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
虻
田
地
区
で
は
、
9
月
24
日
、
虻

小
、
虻
高
、
各
自
治
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
か
ら
約
１

５
０
人
が
集
い
、
あ
ぶ
た
体
育
館
前

で
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

を
訴
え
ま
し
た
。

　
同
じ
く
9
月
29
日
に
は
、
洞
爺
地

区
で
も
、
保
育
所
、
と
う
や
小
、
交

通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、

Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
前
で
、
黄

色
い
旗
を
振
り
、
交
通
安
全
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

９

９

黄
色
い
旗
の
波
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

　
　
　
交
通
安
全
ア
ピ
ー
ル

黄
色
い
旗
の
波
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

　
　
　
交
通
安
全
ア
ピ
ー
ル

虻田交番から

精
神
障
が
い
者
の
方
の
通
院

医
療
費
を
助
成
し
ま
す
！

「
重

＜重度心身障害者医療給付事業＞

【平成20年9月まで】　　　　　【平成20年10月から】

＜乳幼児等医療給付事業＞

【平成20年9月まで】　　　　　【平成20年10月から】

心体障がい者

知的障がい者

0歳から就学未満

精神障がい者

身体障がい者

知的障がい者

小学生

0歳から就学未満

新たに、制度の

対象者に追加

新たに、制度の

対象者に追加

小
学
生
の
入
院
医
療
費
等

を
助
成
し
ま
す
！

虻田地区での黄色い旗の波運動虻田地区での黄色い旗の波運動

洞爺地区での黄色い旗の波運動洞爺地区での黄色い旗の波運動



住民課戸籍年金係　　74‐3002

　
　
海
道
内
で
は
、
国
民
年
金
保
険

　
　
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に

対
す
る
「
電
話
や
文
書
に
よ
る
納
付

督
励
」
や
「
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付

督
励
及
び
保
険
料
の
収
納
業
務
」
に

つ
い
て
、
民
間
委
託
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
20
年
10
月
か
ら
は
、
６
ヶ
所

か
ら
12
ヶ
所
の
社
会
保
険
事
務
所
で

実
施
と
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
官

が
行
っ
て
き
た
事
業
に
民
間
事
業
者

の
参
入
機
会
を
広
げ
、
民
間
事
業
者

の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に

よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
「
市
場
化
テ

ス
ト
事
業
」
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
社
会
保
険
庁
か
ら
委
託
を
受

け
た
民
間
事
業
者
が
電
話
や
文
書
、

戸
別
訪
問
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
の
ご
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
（
民
間
委
託
は
「
競
争
の
導
入

に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関

す
る
法
律
」
第
33
条
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
）

■
実
施
期
間
　

　
平
成
19
年
10
月
1
日
〜
平
成
22
年

９
月
30
日

<

注
意
点>

・
民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料

を
お
預
か
り
し
て
保
険
料
を
収
納
す

る
場
合
に
は
、
必
ず
お
客
様
が
保
険

料
の
納
付
書
を
お
持
ち
の
場
合
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
庁
が
発

行
し
た
保
険
料
の
納
付
書
を
お
持
ち

で
な
い
方
か
ら
、
民
間
事
業
者
の
担

当
者
が
現
金
を
お
預
か
り
し
て
、
領

収
書
を
発
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人
情

報
は
、
納
付
督
励
を
行
う
う
え
で
必

要
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納

者
情
報
に
限
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に

取
扱
事
業
者
に
対
し
て
は
「
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
や
社
会

保
険
庁
独
自
の
取
扱
規
定
、
本
事
業

に
係
る
委
託
契
約
書
等
で
、
目
的
外

使
用
や
閲
覧
、
漏
洩
、
複
写
等
を
禁

じ
る
な
ど
厳
格
な
安
全
管
理
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
室
蘭
社
会
保
険
事
務

所
へ
　
　
０
１
４
３-

24-

７
１
０
４

10

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
九
月
定
例
会

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
九
月
定
例
会

野
分
き
立
ち
風
寒
い
お
り
灯
油
の
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
下
る
と
き
き
て
心
ぬ
く
も
り
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子
　

日
本
の
悔
恨
と
悲
傷
の
史
実
な
り

　
　
　
八
月
十
五
日
不
戦
を
誓
ふ
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

燗
酒
を
減
ら
さ
ず
増
や
さ
ず
糧
と
な
し

　
　
　
男
の
寿
命
の
七
十
九
め
ざ
す
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

さ
び
し
く
て
美
し
き
か
な
天
の
川

　
　
　
わ
が
恋
う
人
み
な
遠
く
は
る
け
し
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

空
高
く
秋
明
菊
の
色
も
冴
へ

　
　
　
吹
く
風
何
時
し
か
秋
を
連
れ
来
る
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

さ
な
ぎ
だ
に
老
い
ゆ
く
も
の
を
は
つ
か
持
つ

　
　
　
も
の
さ
え
崩
る
る
音
の
侘
し
さ
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

米
寿
祝
ぐ
町
よ
り
の
使
者
訪
ね
き
て

　
　
　
袋
の
重
し
長
寿
祝
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

短
歌
詠
み
を
取
柄
と
な
し
て
ゐ
る
我
れ
は

　
　
　
貧
し
き
意
志
耕
す
如
く
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

近
み
ち
を
く
ぐ
り
て
背
負
ふ
露
の
玉
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

と
う
き
び
を
齧
る
口
元
父
に
似
る
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

蕎
麦
の
花
風
に
ま
か
せ
て
通
ひ
農
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

亭
亭
と
ポ
プ
ラ
の
老
樹
杜
夕
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

豊
の
秋
歯
並
び
の
よ
い
貨
車
停
ま
る
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

と
う
き
び
の
穂
に
残
照
と
野
鳥
か
な
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

と
う
き
び
を
喰
む
娘
の
耳
輪
光
り
あ
ふ
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

か
じ

て
い
て
い

ほ

受託民間事

業　　　者

 
株式会社
オリエントコー
ポレーション  

株式会社

 

トライアイ

対象社会保
険事務所

 

 

 

  

 

 

 

札幌東・札幌西・札幌北
（次、平成２０年１０月から実施）

新さっぽろ・旭川・室蘭
小樽・北見・帯広

函館・釧路
・苫小牧

■委託業者・実施地区

　＊室蘭管轄区域　　室蘭市・登別市・伊達市・豊浦町・洞爺湖町・壮瞥町

国
民
年
金
保
険
料
の
収

納
業
務
の
民
間
委
託
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
！

う
た

こ
こ
ろ

も
り
ゆ
や
け

と
よ

は

こ

北

…そこが知りたい
年金年金
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こ
れ
か
ら
、
寒
い
秋
か
ら
一
段
と 
 
 
 
 

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
冬
へ
と
、
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
器
が
恋
し
く
な

る
時
期
で
す
。
暖
房
機
器
な
ど
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
の

発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
こ

と
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ー
ス
プ

レ
ー
等
の
引
火
の
危
険
性
が
あ
る
も

の
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に
接

触
し
な
い
よ
う
に
、
離
し
て
使
用
す

る
こ
と
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
等
を

干
さ
な
い
こ
と
。

・
暖
房
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
、
十
分
な

点
検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て
い

る
場
合
は
専
門
の
業
者
な
ど
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

・
地
震
時
の
震
動
に
よ
り
転
倒
し
な

い
よ
う
、
固
定
す
る
必
要
の
あ
る
ス

ト
ー
ブ
等
は
、
必
ず
固
定
す
る
こ
と
。

ま
た
、
煙
突
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、

金
属
の
支
線
な
ど
を
使
用
し
て
固
定

す
る
こ
と
。

　
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
社
製
造
の
エ

ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
一
部
に

お
い
て
、
製
造
工
程
上
の
不
具
合
が

原
因
で
、
内
部
腐
食
の
進
行
に
よ
り
、

液
漏
れ
や
亀
裂
・
破
裂
が
お
こ
る
可

能
性
が
あ
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。 
 
 

 

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
社
で
は
自
主

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
こ
ろ
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
問
合
せ
　
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱

お
客
様
相
談
窓
口
（ 

０
１
２
０-

８
０
１-

０
８
４
）

 

消
防
署
へ
の
問
合
せ
　
洞
爺
湖
消

防
署
予
防
課
（ 

76-

2
1
1
9
）

 

９
月
５
日
（
金
）
に
、
虻
田
小
学

校
２
年
生
が
、
洞
爺
湖
消
防
署
へ
写

生
会
の
た
め
来
署
。
子
供
ら
は
、
元

気
よ
く
「
僕
は
大
き
い
消
防
車
、
私

は
小
さ
い
消
防
車
を
描
き
ま
す
」
と

そ
れ
ぞ
れ
の
描
き
や
す
い
場
所
へ
移

動
し
、
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く

描
く
子
、
小
さ
く
描
く
子
な
ど
さ
ま

ざ
ま
に
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。 
 

 

絵
を
描
く
前
に
、
消
防
に
つ
い
て

疑
問
が
あ
る
子
は
消
防
職
員
に
活
発

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　

消
防
だ
よ
り

洞爺湖消防署(　76-2119)・温泉分署(　73-1119)・洞爺支署(　87-2119)・『火災・救急・救助119番』

10
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
暖
房
機
器
の
安
全
な
取
扱
い
の
推
進
」

8
月
の

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
44
件

統
一
標
語

 

「
火
の
し
ま
つ

　 
 
 

君
が
し
な
く
て

　 
 
 
 
 

誰
が
す
る
」

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

 
 
 
 

安
全
な
取
扱
い

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
使
用
に

 

あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

使
用
す
る
前
に

 
 
 
 

点
検
・
整
備

設
置
方
法

「
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火

具
」
破
裂
事
故
に
よ
る
被
害

の
防
止
・
軽
減
の
お
知
ら
せ

　
虻
田
小
学
校
２
年
生

 
 
 
 
 

写
生
会
で
来
署

10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で

 
 

秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施
中
で
す

消防自動車を描く虻小2年生消防自動車を描く虻小2年生



　
　
な
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
日
本 
 
 
 
 
 
 

 
 

人
の
死
亡
率
の
第
一
位
は
が
ん

で
す
ね
。
日
本
人
の
が
ん
発
生
部
位

を
見
る
と
、
従
来
は
胃
が
ん
が
一
番

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
女
性
で

は
大
腸
が
ん
が
一
番
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
腸
が
ん
は
食
生
活
の
欧
米
化

が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
、
30
～
40
歳
代
の
若
い
人
た
ち
に

も
患
者
が
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

は
全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
女
性

の
1
9
9
6
年
か
ら
2
0
0
5
年
の

死
亡
数
を
見
る
と
、
胃
が
ん
25
人
、

肺
が
ん
22
人
、
大
腸
が
ん
21
人
、
す

い
臓
が
ん
19
人
、
乳
が
ん
13
人
、
子

宮
が
ん
4
人
で
し
た
。
全
国
に
比
べ

す
い
臓
が
ん
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
。

　
胃
が
ん
～
原
因
は
食
塩
の
多
い
食

品
の
摂
取
、
過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
、

こ
げ
た
食
べ
物
も
よ
く
な
い
と
さ
れ
、

逆
に
緑
黄
色
野
菜
は
胃
が
ん
の
発
生

率
を
抑
え
ま
す
。
か
か
り
や
す
い
年

代
は
50
～
60
歳
代
で
60
％
を
占
め
ま

す
。

　
肺
が
ん
～
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
が

ん
が
で
き
ま
す
が
、
最
も
多
い
の
が

腺
が
ん
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
中

高
年
の
女
性
に
多
く
、
女
性
患
者
の

約
80
％
は
非
喫
煙
者
で
す
。
大
気
汚

染
や
ほ
こ
り
な
ど
も
大
き
く
影
響
す

る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

喫
煙
に
よ
る
種
類
の
肺
が
ん
も
み
の

が
せ
ま
せ
ん
。

　
大
腸
が
ん
～
原
因
は
食
生
活
の
欧

米
化
で
、
動
物
性
脂
肪
・
た
ん
ぱ
く

質
の
摂
取
量
の
増
加
と
、
食
物
繊
維

の
摂
取
量
の
低
下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

か
か
り
や
す
い
の
は
40
歳
か
ら
で
、

ピ
ー
ク
は
60
歳
代
。
脂
っ
こ
い
料
理

が
多
い
人
、
便
秘
の
人
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　
す
い
臓
が
ん
～
か
か
り
や
す
い
人

は
動
物
性
脂
肪
や
高
た
ん
ぱ
く
が
中

心
の
食
事
、
緑
黄
色
野
菜
の
不
足
、

喫
煙(

非
喫
煙
者
の
2
倍)

を
す
る
人

で
す
。
50
～
70
歳
代
が
80
％
以
上
を

占
め
、
高
齢
者
に
多
い
の
が
特
徴
で

す
。

　
乳
が
ん
～
乳
が
ん
の
患
者
数
は
年
々

増
え
て
お
り
、
全
国
で
年
間
約
2
万

人
が
か
か
っ
て
い
て
、
40
～
50
歳
代

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
原
因
に
は
遺

伝
、
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
の
増
加
、

肥
満
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
の
経
験
が
な
い
人
、
授

乳
経
験
の
な
い
人
な
ど
は
乳
が
ん
が

で
き
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
が
ん
～
子
宮
頸
が
ん
と
子
宮

体
が
ん
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
危
険
因
子
は
別
で
す
。
頸
が
ん

は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
と
言
わ
れ
、
早
婚
や
パ
ー
ト
ナ
ー

が
多
い
人
。
体
が
ん
は
妊
娠
出
産
経

験
の
少
な
い
人
で
、
50
歳
代
の
閉
経

後
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
は

30
～
40
歳
代
で
か
か
る
人
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
食
生
活
の
欧
米
化
と
と
も
に
女
性

を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
、
が
ん

に
か
か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
検
査
や
治
療
も
進
歩
し
、
早
く

見
つ
け
、
身
体
に
負
担
が
か
か
ら
ず
、

後
遺
症
を
残
さ
な
い
治
療
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
が
ん
に

か
か
ら
な
い
た
め
に
ス
ト
レ
ス
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
禁
煙
し
た
り
、

笑
う
こ
と
で
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
し
た

り
。
健
康
は
女
性
の
す
ば
ら
し
い
魅

力
の
一
つ
で
す
。
自
分
磨
き
に
検
診

も
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。
洞
爺

湖
町
で
は
女
性
の
ミ
ニ
ド
ッ
ク
を
11

月
5
日
洞
爺
地
区
、
11
日
虻
田
地
区

で
行
い
ま
す
。
受
診
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

健康福祉センター　 76－4006

み
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女

性

と

が

ん

■日　　　時　①11月22日（木）講義「こころの

　　　　　　　　　 病気について」／②11月29日

　　　　　　　　　 （木）講義「精神障がい者をとりま

　　　　　　　　　 く法律と活用できる資源について」

　　　　　　　　　 ／③施設見学（12月3日～7日

　　　　　　　　　 の間で日程調整中）／④12月

　　　　　　　　　 13日（木）「当事者・家族からの

　　　　　　　　　 体験発表」を予定

■場　　　所　①②④室蘭市市民会館（13時

　　　　　　　　　 30分～15時30分）

■申込期限　11月15日（木）室蘭地方精神

　　　　　　　　　 保健協会へ電話で申込。

■詳　　　細　室蘭保健所子ども・保健推進課

　　　　　　　　　 精神保健福祉係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　0143- 24- 9847

室蘭地方精神保健協会

「やさしい精神保健講座」

必ず
　受診を
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爺
湖
町
合
同
補
導
委
員
会
（永
井
信
久
委
員
長
）が
、
6
月
30
日
か
ら
8
月

　
　
　
29
日
の
２
カ
月
間
虻
田
地
区
の
各
小
中
学
校
で
「社
会
を
明
る
く
す
る
標
語
」

を
募
集
し
、
各
学
校
ご
と
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

【
虻
田
小
学
校
】

〈
優
秀
賞
〉

『
お
は
よ
う
で
　
き
ょ
う
も
た
の
し
い
　
い
ち
に
ち
だ
』
１
年
　
木
村
　
研
太

『
ふ
し
ん
者
だ
　
キ
ャ
ー
と
さ
け
ぼ
う
　
そ
の
ゆ
う
気
』
３
年
　
相
澤
　
広
大

『
ゴ
ミ
拾
い
　
地
球
が
優
し
く
　
ほ
ほ
え
む
よ
』
　
　
　
５
年
　
松
崎
　
彩
音

〈
優
良
賞
〉

『
あ
り
が
と
う
　
と
も
だ
ち
に
な
る
　
こ
と
ば
だ
よ
』
　
１
年
　
竹
迫
　
湧
太

『
お
は
よ
う
は
　
み
ん
な
の
元
気
　
朝
の
声
』
　
　
　
　
２
年
　
小
松
　
飛
翔

『
い
の
ち
は
ね
　
一
人
の
心
に
　
ひ
と
つ
だ
け
』
　
　
　
２
年
　
仲
本
　
太
陽

『
い
じ
め
た
ら
　
自
分
の
心
も
　
き
ず
つ
く
よ
』
　
　
　
４
年
　
熊
谷
　
有
美

『
あ
い
さ
つ
で
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
洞
爺
湖
町
』
　
　
　
６
年
　
尾
形
　
麻
実

『
「
あ
り
が
と
う
」
と
て
も
う
れ
し
い
　
言
葉
だ
な
』
　
６
年
　
松
本
　
佳
奈

【
虻
田
中
学
校
】

〈
優
秀
賞
〉

『
人
生
は
　
勇
気
ひ
と
つ
で
　
変
え
ら
れ
る
』
　
　
　
　
２
年
　
布
施
　
美
雪

『
「
あ
り
が
と
う
」
笑
顔
に
な
れ
る
　
愛
言
葉
』
　
　
　
２
年
　
山
本
真
佐
花

『
あ
い
さ
つ
で
　
ど
ん
ど
ん
広
が
れ
　
笑
顔
の
輪
』
　
　
２
年
　
西
澤
　
美
咲

〈
優
良
賞
〉

『
あ
い
さ
つ
は
　
人
と
人
と
の
　
パ
ス
ポ
ー
ト
』
　
　
　
２
年
　
老
久
保
朝
飛

『
洞
爺
湖
町
　
自
然
も
人
も
　
青
く
澄
み
』
　
　
　
　
　
２
年
　
ジ
ェ
フ
・
ペ
ラ
ル

『
友
情
に
　
う
そ
い
つ
わ
り
は
　
必
要
な
し
』
　
　
　
　
２
年
　
高
橋
　
和
宏

『
一
期
一
会
　
と
も
だ
ち
　
い
ち
ば
ん
　
大
切
に
』
　
　
２
年
　
河
島
　
春
香

『
守
る
べ
き
　
マ
ナ
ー
は
い
つ
も
　
心
に
あ
る
』
　
　
　
２
年
　
横
山
　
桃
子

『
あ
い
さ
つ
は
　
人
の
心
　
快
晴
に
』
　
　
　
　
　
　
　
２
年
　
西
成
田
幸
嗣

【
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
】

〈
優
秀
賞
〉

『
こ
ん
に
ち
は
　
大
人
も
こ
ど
も
も
　
あ
い
さ
つ
を
』
　
２
年
　
竹
澤
　
　
遥

『
と
お
い
と
こ
　
行
く
な
ら
バ
ス
か
　
電
車
で
ね
』
　
　
３
年
　
宍
戸
　
　
豊

『
森
の
中
　
虫
が
い
っ
ぱ
い
　
夏
の
音
』
　
　
　
　
　
　
６
年
　
佐
藤
　
祐
介

〈
優
良
賞
〉

『
お
は
よ
う
と
　
あ
い
さ
つ
し
た
ら
　
い
い
き
も
ち
』
　
１
年
　
成
田
　
明
良

『
あ
い
さ
つ
を
　
し
っ
か
り
す
る
と
　
い
い
き
も
ち
』
　
２
年
　
緒
方
　
康
太

『
木
を
切
る
と
　
ど
ん
ど
ん
す
す
む
　
温
だ
ん
か
』
　
　
３
年
　
米
澤
　
柊
太

『
あ
い
さ
つ
は
　
大
き
な
声
で
　
ハ
ッ
キ
リ
と
』
　
　
　
４
年
　
藤
兼
　
聖
子

『
お
ん
だ
ん
か
　
エ
コ
を
つ
か
っ
て
　
止
め
よ
う
よ
』
　
５
年
　
阿
部
　
　
稔

『
帰
り
道
　
ぼ
う
は
ん
ブ
ザ
ー
　
つ
け
よ
う
ね
』
　
　
　
６
年
　
竹
澤
　
　
翔

【
洞
爺
湖
温
泉
中
学
校
】

〈
優
秀
賞
〉

『
や
め
よ
う
よ
　
い
じ
め
は
だ
れ
も
　
望
ま
な
い
』
　
　
１
年
　
吉
田
　
詩
織

『
ま
も
り
ぬ
こ
う
　
緑
の
地
球
　
ぼ
く
ら
の
手
で
』
　
　
３
年
　
外
川
　
　
遥

『
犯
罪
は
　
自
分
の
家
族
を
　
傷
つ
け
る
』
　
　
　
　
　
３
年
　
桑
島
　
小
幸

〈
優
良
賞
〉

『
と
お
り
ぎ
わ
　
そ
っ
と
あ
い
さ
つ
　
う
れ
し
い
な
』
　
１
年
　
原
　
　
典
弘

『
考
え
て
　
地
球
が
笑
う
　
そ
の
方
法
』
　
　
　
　
　
　
３
年
　
齊
藤
な
つ
み

『
日
の
光
　
差
し
込
む
場
所
に
　
笑
顔
あ
り
』
　
　
　
　
３
年
　
藤
井
　
啓
吾

『
し
あ
わ
せ
は
　
い
つ
も
自
分
の
　
中
に
あ
る
』
　
　
　
３
年
　
荒
町
　
晃
生

『
健
康
は
　
な
く
し
て
わ
か
る
　
た
か
ら
も
の
』
　
　
　
３
年
　
浅
川
　
雄
太

『
レ
ジ
ぶ
く
ろ
　
家
か
ら
じ
さ
ん
で
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
　
３
年
　
上
茶
　
歩
美

社
会
を
明
る
く
す
る
標
語

あ
い
こ
と
ば

す

こ
こ

洞

 
 

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

　
　
を
記
念
し
て
、
北
海
道
墨
彩
画

選
抜
展
（
主
催
N
P
O
法
人
国
際
芸

術
文
化
協
会
）
が
開
か
れ
、
受
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。
町
内
関
係
分
を
紹

介
し
ま
す
。

■
洞
爺
湖
町
長
賞

　
▽
石
橋
寿
美
江
さ
ん
（
千
葉
市
）

　
「
松
毬
」

■
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
特
別
町
長
賞

　
▽
黒
澤
友
義
さ
ん
（
登
別
市
）

　
「
鮎
」

■
駐
札
幌
大
韓
民
国
総
領
事
館
功

績
付
与
賞

　
▽
高
尾
　
桂
さ
ん
（
青
1
区
）

　
「
祈
り
の
か
た
ち
」

《
色
紙
部
門
》

■
洞
爺
湖
町
長
賞

　
▽
小
杉
徳
芳
さ
ん
（
入
1
区
）

　
「
墨
絵
」

■
洞
爺
湖
町
教
育
長
賞

　
▽
朝
倉
和
子
さ
ん
（
温
1
区
）

　
「
彩
色
画
」

■
国
際
交
流
秀
作
町
長
賞

　
▽
原
　
昌
明
さ
ん
（
財
田
）

　
「
書
画
」

　北 北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

 
 
 
 

開
催
記
念
　

北
海
道
墨
彩
画
選
抜
展
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特定健康診査、肝炎ウイルス
・エキノコックス症・各がん検診のお知らせのお知らせ特定健康診査、肝炎ウイルス
・エキノコックス症・各がん検診
特定健康診査、肝炎ウイルス
・エキノコックス症・各がん検診

◆時間予約制・定員制ですので、お早めにお申込ください。

　これまで洞爺湖町が実施していた基本健康診査
と保健指導は、特定健康診査と特定保健指導に変
わりみなさんが加入している医療保険者（国保、
政管健保、共済組合、組合健保等）が実施するこ
とになりました。

　※洞爺湖町国民健康保険に加入されている方

　今回お知らせする11月の集団健診又は各医療機
関で個別健診を受診できます。
　なお、平成20年度に達する年齢が40歳以上74
歳以下の方には、６月下旬頃に受診券を送付して
いますので、年に１回の特定健康診査を受けるよ
うにしましょう。

※洞爺湖町国民健康保険以外に加入されている方

　政管健保や共済組合等その他の医療保険に加入
されているご本人の方は、職場で行われる健診を
お受けください。被扶養者の方については、各医
療保険者が発行する受診券をお持ち頂くと今回の
集団健診を受けることができます。受診の際には
受診券が必要になりますので、お手元に受診券が
ない場合は加入している医療保険者へお問い合わ
せください。
　なお、後期高齢者医療保険に加入している方と、
洞爺湖町健康保険に加入していて平成20年度に
75歳に達する方へは、受診券は送付されませんが
無料で受診することができます。

■特定健康診査について

■洞爺湖町に住民票があり、下表の年齢に該当する方が対象となります。

地　区

日　程

会　場

受　付

時　間

検　診

項　目

虻　　田　　地　　区洞　　爺　　地　　区

11月11日（火）
女性のみ受診可�

11月12日（水）
男女とも受診可�

11月13日（木）
男女とも受診可

11月５日（水）
女性のみ受診可�

11月６日（木）
男女とも受診可

健　康　福　祉　セ　ン　タ　ー　さ　わ　や　か洞　爺　ふ　れ　愛　セ　ン　タ　ー

①７：30～７：50
②８：00～８：20
③８：30～８：50
④９：00～９：20
⑤９：30～９：50
（⑥⑦は乳がん・子
　　宮がん検診のみ）

⑥12：30～12：50
⑦13：00～13：20

①６：30～６：50
②７：00～７：20
③７：30～７：50
④８：00～８：20
⑤８：30～８：50
⑥９：00～９：20

①６：30～６：50
②７：00～７：20
③７：30～７：50
④８：00～８：20
⑤８：30～８：50
⑥９：00～９：20

特定健診・胃がん・大

腸がん・肝炎ウイルス

・ｴｷﾉｺｯｸｽ・乳がん・

子宮がん

特定健診・胃がん・大

腸がん・前立腺がん・

肝炎ウイルス・ｴｷﾉｺ

ｯｸｽ

特定健診・胃がん・大

腸がん・前立腺がん・

肝炎ウイルス・ｴｷﾉｺ

ｯｸｽ

①８：00～８：20

②８：30～８：50

③９：00～９：20

④９：30～９：50

⑤10：00～10：20

①６：30～６：50

②７：00～７：20

③７：30～７：50

④８：00～８：20

⑤８：30～８：50

⑥９：00～９：20

特定健診・胃がん・大

腸がん・肝炎ウイルス

・ｴｷﾉｺｯｸｽ・乳がん・

子宮がん

特定健診・胃がん・大

腸がん・前立腺がん・

肝炎ウイルス・ｴｷﾉｺ

ｯｸｽ

加入している
           保険

洞爺湖町
国民健康保険

後期高齢者医療
保険

社会保険・共済組
合等のその他健康
保険の被扶養者

生活保護世帯

３０歳～３９歳
(S44.4.1～S54.3.31）

４０歳以上７４歳
(S9.4.1～S44.3.31）

７５歳以上
（S9.3.31以前生まれ）

無   料

無   料
（洞爺湖町国保の受
  診券が必要です）

無   料

無   料

無   料

自己負担額
2,000円

（各保険の受診券
 が必要です）
受診券により自己
負担が必要となる
場合があります。

無   料

無   料

無   料

平成20年度

に達する年齢



 

　
月
4
日
（
土
）
あ
ぶ
た
ふ
れ
合 
 
 

 
 

い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
26

回
洞
爺
湖
町
消
費
生
活
展
を
行
い
ま

し
た

 

洞
爺
湖
町
の
皆
さ
ん
に
日
頃
の
生

活
の
中
で
役
立
つ
情
報
を
、
分
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ

と
工
夫
を
凝
ら
し
て
行
っ
て
き
て
、

も
う
26
回
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
洞
爺
湖
町
の
地
場
産
品
、
野

菜
、
三
陸
産
煮
干
・
花
か
つ
お
・
長

ひ
じ
き
の
販
売
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
沢

山
の
も
の
を
安
価
で
提
供
で
き
ま
し

た
。

 

そ
し
て
エ
コ
生
活
を
取
り
上
げ
て
、

風
呂
敷
の
活
用
方
法
や
、
マ
イ
は
し

袋
の
作
り
方
の
紹
介
を
行
っ
て
み
ま

し
た
。
生
活
展
で
紹
介
し
た
　
『
マ

イ
は
し
袋
』
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま

す
。

 

た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
々
の
参
加

ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
た
、
生
活

に
役
立
つ
知
恵
、
情
報
を
勉
強
し
て

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
3
0
0
ｇ
　
6
0
0
円

花
か
つ
お
　
7
5
ｇ
　
　
3
0
0
円

長
ひ
じ
き
　
7
5
ｇ
　
　
4
0
0
円

毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日
に

受
け
渡
し
ま
す
。

 

虻
田 

佐
々
木
宅
　 

76
ー
4
5
8
9

 

温
泉 

岡 

村
宅 
 

75
ー
2
7
0
4

 

役

場

産

業

課 
 

74
ー
3
0
0
5

15

10

消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り

第
26
回
洞
爺
湖
町

 

消
費
生
活
展
を
終
え
て

①

②

③

④

⑤

⑥ 太めの糸にボタン

を通し留め具を作

り図のように点線

部分を縫います。

たて・よこ35cmの

布を用意します。

表側を内側にして

三角形におります。

三角形の先端を外側

に折り図のように点線

部分を縫います。

内側を外側に裏返

します。

両サイドを内側に

折り、アイロンをか

けます。

はしの長さより長くなるように。

マイはし袋の作り方

酸 消
費
者
連
絡
会
の

　
　
お
す
す
め
品

■各がん検診について

 検　　診　　名

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウィルス検診

  エキノコックス症検診

乳がん検診

子宮がん検診

検　査　内　容         対　    　象�    検　診　料

バリウム検査

便潜血反応

血液検査

血液検査

血液検査

  視触診＋マンモグラフィ

細胞診
超音波検査

３０歳以上の方

５０歳以上の男性

４０歳以上の女性

２０歳以上の女性

２,０００円

１,０００円

２,０００円

  ５００円

 無　料

２,０００円

１,５００円

  ５００円

※　乳がん検診と子宮がん検診は、２年に１度の受診となりますので去年受診された方ご遠慮ください。
※　洞爺湖町国民健康保険加入者、70歳以上の方、生活保護世帯は無料です

申込方法

<虻田地区の方>　
　健康福祉センターまで電話に

てお申込みください

<洞爺地区の方>
　自治会回覧「健康診断申込書」

に記入し班長、自治会長へお渡

しください。又、電話でも申込

みを受け付けています。

（電話申込は健康福祉センター

さわやかまで）

■締切日
      10月20日（月）まで

健診の予約・内容について

■健康福祉センターさわやか　　　７６－４００６　　　　　　　　　

受診券について

■住民課国保医療係　　　７６－３００２

＊ただし、過去に肝炎
ウイルス検診を受けた
ことのある方、肝炎治
療を受けている方はご
遠慮願います。

健診の予約・内容について

■健康福祉センターさわやか　　　７６－４００６　　　

受診券について

■住民課国保医療係　　　７６－３００２

満４０歳以上となる方で過去

に一度も肝炎ウイルス検診

を受けたことのない方

平成１５年以前に受けられた

方または初めて受ける方

～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～・*・～

にぎわいを見せる消費生活展にぎわいを見せる消費生活展
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江
･
高
砂
貝
塚
で
は
縄
文
時
代

　
　
前
期
（
約
5
、
0
0
0
年
前
）

か
ら
晩
期
（
約
2
、
5
0
0
年
前
）

に
作
ら
れ
た
お
墓
が
40
基
以
上
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
貝
塚
に

埋
葬
さ
れ
て
い
た
の
で
、
何
千
年
も

経
た
今
で
も
人
骨
が
腐
ら
ず
に
残
っ

て
い
て
、
埋
葬
の
方
法
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
高
砂
貝
塚

で
み
つ
か
っ
た
お
墓
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
高
砂
貝
塚
で
は
、
縄
文
晩
期
の
お

墓
が
28
基
み
つ
か
り
ま
し
た
。
大
き

い
も
の
で
は
長
さ
が
お
よ
そ
１
m
、

幅
が
60
cm
く
ら
い
の
楕
円
形
で
す
。

　
埋
葬
す
る
と
き
に
は
ベ
ン
ガ
ラ

（
赤
色
顔
料
）
を
ふ
り
ま
い
て
、
そ

の
上
に
ヒ
ト
を
横
た
え
て
、
土
器
な

ど
の
副
葬
品
を
備
え
て
か
ら
埋
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
お
墓
の
う
ち
、
人
骨
の

残
り
の
よ
い
24
体
を
調
べ
て
み
る
と
、

15
歳
未
満
と
み
ら
れ
る
の
は
8
体
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
体
の
１
／
３

に
あ
た
り
ま
す
。
い
か
に
幼
少
期
の

死
亡
率
が
高
か
っ
た
か
が
う
か
が
え

ま
す
。
ち
な
み
に
縄
文
人
の
平
均
寿

命
は
お
よ
そ
30
歳
前
後
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
現
在
と
比
べ
て
短

命
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
中
に
は
、
病
気
や
事
故
で
な
く
な

っ
た
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
高
砂
貝
塚
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
お
墓
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
お
墓
に
埋
葬
さ
れ

て
い
た
の
は
成
年
の
女
性
で
し
た
が
、

よ
く
調
べ
て
み
る
と
骨
盤
の
あ
た
り

か
ら
胎
児
の
骨
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
女
性
は
妊
娠
を
し

て
い
て
何
ら
か
の
原
因
で
母
子
と
も

に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
（
写
真
）
。

　
ま
た
、
こ
の
お
墓
に
は
人
骨
が
覆

わ
れ
る
ほ
ど
ベ
ン
ガ
ラ
が
た
く
さ
ん

ま
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ベ
ン
ガ
ラ
は

赤
い
色
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
血
に
見
立
て
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
血
に
は
生
命
を
維
持

す
る
霊
魂
が
宿
っ
て
い
る
と
す
る
信

仰
が
あ
っ
て
、
こ
の
母
子
を
埋
葬
し

た
人
た
ち
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
に
よ
っ
て

ま
た
生
ま
れ
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を

祈
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
爺
国
際
交
流
協
会
（
五
十
嵐
優

　
　
子
会
長
）
が
、
窓
口
に
な
っ
て
、

1
年
交
代
で
英
国
青
年
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
初

め
て
女
性
が
来
町
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
、
地
元
の
人
達
と

様
々
な
交
流
を
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

▽
ザ
ラ
・シ
ュ
ー
ス
ミ
ス
さ
ん
（18
歳
）

<

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・ウ
イ
ン
ダ
ー
ミ
ア
出

身>Ｑ
　
洞
爺
湖
町
の
印
象
は
ど
う
で
す

か
？

Ａ
　
素
敵
な
町
で
、
こ
こ
に
来
ら
れ
て
ラ

ッ
キ
ー
で
す
。

Ｑ
　
日
本
食
で
好
き
な
食
べ
物
と
嫌

い
物
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
　
好
き
な
も
の
は
ラ
ー
メ
ン
と
つ
く
ね
。

嫌
い
な
も
の
は
、
大
根
で
す
。

Ｑ
　
今
後
洞
爺
湖
町
で
や
っ
て
見
た

い
こ
と
は
？

Ａ
　
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
と
ス
キ
ー

▽
ハ
ナ
・パ
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
（17
歳
）<

ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・グ
ラ
ス
ゴ
ー
出
身>

Ｑ
　
洞
爺
湖
町
の
印
象
は
ど
う
で
す

か
？

Ａ
　
住
ん
で
い
た
町
よ
り
と
て
も
き
れ
い

な
町
で
す
。

Ｑ
　
日
本
食
で
好
き
な
食
べ
物
と
嫌

い
物
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
　
好
き
な
も
の
は
、
う
ど
ん
と
天
ぷ
ら
。

寿
司
が
嫌
い
で
す
。

Ｑ
　
今
後
洞
爺
湖
町
で
や
っ
て
み
た

い
こ
と
は
？

Ａ
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
と
ス
キ
ー

シリー ズ⑤

～自然との
　　 共生を探る～

教育委員会　学芸員   角 田 隆 志

入

　
英
国
か
ら

　
　
　
　
　
　
新
し
い
青
年
来
町
！

洞
　
英
国
か
ら

　
　
　
　
　
　
新
し
い
青
年
来
町
！

高砂貝塚のお墓　縄文時代晩期(2,500年前)高砂貝塚のお墓　縄文時代晩期(2,500年前)
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新 刊 案 内 あぶた読書の家
10月の休館日

・16日・23日
・30日

開館時間の変更

午前10時～午後４時20分
（毎木曜日・祝祭日休館）

■あぶた読書の家　 76 2100

＜一　般＞▽元気な一汁一菜（小林ケンタロウ）▽お休

みの日はお裁縫（田中ハンナ）▽ふとらないお菓子Part

1・2（茨木くみ子）▽土御門家・陰陽事件簿シリーズ①

②③（澤田ふじ子）▽地の日天の海上・下（内田康夫）

▽おそろし（宮部みゆき）▽麻酔科医（江川晴）▽未刊

行エッセイ集帰省（藤沢周平）

＜児童書＞▽発達と生涯を考える本シリーズ　全12巻（ミ

ネルバ書房）▽ほんとうのおおきさ動物園〈小菅輝之・福

田豊文〉▽すごい！うちでもこんな実験ができるんだ！！

米村でんじろう先生のスーパー個人授業（米村でんじろう）　

■みずうみ読書の家　 75 4702

　　

　北海道と北東北3県は、「北海

道・北東北縄文遺跡群」の世界遺

産登録に向けた提案を行っていて

この遺跡群の最北端として、「入

江・高砂貝塚」（洞爺湖町）と

「北黄金貝塚」（伊達市）の２つの

遺跡が存在しています。

　サミットにより洞爺湖周辺が注

目を浴びたこの機会をとらえ、こ

の貴重な財産を再認識し、今後の

方向性を考えていくきっかけにす

るため開催します。

■日　時　10月 18日（土）

　　　　　13：00～ 17：00

■会　場　・開会式・ロビー講座

　　　　　・体験学習・フィール

　　　

　　　　　ドワーク／史跡北黄金

　　　　　貝塚公園（北黄金貝塚

　　　　　情報センター）

　　　　　　　24-2122　

　　　　　・講演・閉会式　黄金

　　　　　地区コミュニティセン

　　　　　ターはまなす館

　　　　　　　24-2111

■内　容  13：00～

　　　　　《ロビー講座》

◆新・縄文ロビー講座 2008

　　「今しかみれない！発掘速報」

　　14 ：00 ～ 《選択研修》

◆Ａ史跡北黄金貝塚フィルドワー

　 ク

　　「縄文文化への誘い」

◆Ｂ縄文文化の体験学習

　　「タヌキの皮なめし体験」

　　15 ：30 ～ 《講 演》

◆ 「世界遺産と北海道・北東北縄

　文遺跡群」

■申込先　伊達市噴火湾文化研

　　　　　所 　21-5050

■主　催　北海道教育委員会　　

　　　　　(財)北海道生涯学習

　　　　　協会

＜一　般＞▽青春の十字架（森村誠一）▽昭南島に蘭あり

や上・下（佐々木譲）▽時が滲む朝（楊逸）▽年をとって

初めてわかること（立川昭二）▽切羽へ（井上荒野）▽世

界のたね（アイリック・ニュート）▽凍河（五木寛之）▽

やまと教　日本人の民族宗教（ひろさちや）▽北海道　自

然100選紀行（朝日新聞北海道支社）▽地学雑誌　975号　

有珠山特集（東京地学協会）

＜児童書＞▽ハクチョウ（竹田津実）▽ゆきのかたち（高

橋健司）▽アンモナイトの夏（木本洋子）▽はつゆき（西

片拓史）▽草の牛乳（野原由香利）

世界に誇る遺産
「北海道 ・ 北東北縄文遺跡群」 を学ぶ

祝日
・1 3 日
・11月3日

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

道民カレ
ッジ

「ほっか
いどう学

」

出前講座



　
10
月
20
日
か
ら
始
ま
る
「
秋
の
行

政
相
談
週
間
」
に
合
わ
せ
て
『
行
政

相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
が
暮

ら
し
の
中
で
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
分
ら
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
公
平
な
立
場
で
問
題

の
解
決
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
虻
田
地
区
）

■
日
　
時
　
10
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
13
：
00
～
16
：
00

■
場
　
所
　
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー

（
洞
爺
地
区
）

■
日
　
時
　
10
月
24
日
（
金
）
　

　
　
　
　
　
13
：
00
～
16
：
00

■
場
　
所
　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
　
住
民
課
住
民
係
　
　
　

　
　
　
　
　
　
74-

3
0
0
2

◆
相
談
は
、
電
話
で
も
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員
（
虻
田
地
区
）
　

　
南
　
繁
美
　
　
76-

3
5
3
7

▼
行
政
相
談
委
員
（
洞
爺
地
区
）
　

　
近
藤
利
男
　
　
82-

5
4
0
9

　
室
蘭
税
務
署
で
は
、
平
成
20
年
分

年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
20
日
（
木
）
　
　

　
　
　
　
　
14
：
00
（
於
洞
爺
ふ
れ

　
　
　
　
　
愛
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
11
月
21
日
（
金
）
　
　

　
　
　
　
　
10
：
00
（
於
あ
ぶ
た
ふ

　
　
　
　
　
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
）

■
対
　
象
　
給
与
を
支
給
し
て
い
る

　
　
　
　
　
事
業
者

■
内
　
容
　
年
末
調
整
の
し
か
た
、

　
　
　
　
　
留
意
事
項
、
用
紙
の
記

　
　
　
　
　
載
方
法
、
今
年
度
の
改

　
　
　
　
　
正
点
、
電
子
申
告
の
利

　
　
　
　
　
用
に
つ
い
て

■
問
合
せ
　
室
蘭
税
務
署
　
源
泉
所

　
　
　
　
　
得
税
担
当
　
０
１
４
３

　
　
　
　
　-

22-

４
１
５
１

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の

自
動
車
事
故
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
（
自
動
車
損

害
賠
償
保
険
法
）
自
賠
責
保
険
・
共

済
な
し
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特

に
、
車
検
制
度
の
な
い
2
5
0
cc
以

下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
・

軽
二
輪
自
動
車
）
は
、
有
効
期
限
切

れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
。

　
な
お
、
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内

容
は 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
国
税
の
申
告
・納
税
は
e-
Ｔ
ａ
ｘ
が

便
利
で
す
！

 

e-

T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
国
税
に
関
す

る
各
種
手
続
（
①
所
得
税
、
法
人
税
、

消
費
税
、
酒
税
及
び
印
紙
税
の
申
告

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な

ど
を
利
用
し
た
全
税
目
の
納
税
③
申

請
・
届
出
な
ど
）
が
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
税
務
署
な

ど
に
何
度
も
出
か
け
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。

■
e- 

T
a
x
を
利
用
し
て
所
得
税

の
申
告
を
す
る
と
…

①
H
P
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直

接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

②
最
高
5
千
円
の
税
額
控
除

　
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
提
出
を
本
人
の
電
子
署
名
及
び

電
子
証
明
書
を
付
し
て
、
申
告
期
限

内
に
e-

T
a
x
を
利
用
し
て
行
う

と
、
所
得
税
か
ら
最
高
5
千
円
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
平
成
19
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控

除
の
適
用
を
受
け
た
方
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）

③
添
付
書
類
を
提
出
省
略

　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

な
ど
は
、
書
類
の
記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

提
出
又
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
確
定
申
告
期
限
か
ら
3

年
間
、
書
類
の
提
出
又
は
指
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

information
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information

故篠原利信さん
■8月14日死去
■84歳■遺族は
政美さん■入１区

故萱場アサヨさん
■7月28日死去
■89歳■遺族は
恵一さん■虻３区

故柴田鉄郎さん
■8月20日死去
■78歳■遺族は
ヒサ子さん■青２区

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護

と
、
故
人
の
み
た
ま
が
安
ら
か
に
お
眠

り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

心からおくやみ
　　申しあげます

行
政
相
談
所
の
開
設

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
b
a
i
.
j
p

年
末
調
整
説
明
会

自
賠
責
保
険
・共
済
の
有
効

期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ネ
ッ
ト
で
ど
こ
で
も

　
　
　
　
　
　
　
e-
T
a
x



 

e-

T
a
x
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
3
週
間

程
度
に
短
縮
）
。

■
e-
T
a
x
に
は
電
子
証
明
書
を
付

し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（住
基
カ

ー
ド
）が
必
要
で
す
。

　
住
基
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
は

洞
爺
湖
町
住
民
課
で
発
行
し
て
い
ま

す
。

■
用
意
す
る
も
の

　
印
鑑
、
運
転
免
許
証
な
ど
写
真
付

の
本
人
確
認
で
き
る
公
的
証
明
書
。

手
数
料
が
千
円
か
か
り
ま
す
。
（
住

基
カ
ー
ド
交
付
発
行
手
数
料
5
百
円
、

電
子
証
明
書
発
行
手
数
料
5
百
円
）

■
問
合
せ

　
室
蘭
税
務
署
　
税
務
広
報
広
聴
官 

　
　
0
1
4
3-

22-

4
1
5
1

　
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
熱
分
解
カ
ー

ボ
ン
搬
送
系
機
器
整
備
に
よ
り
、
蒸

気
供
給
が
停
止
す
る
た
め
、
げ
ん
き

館
ペ
ト
ト
ル
が
次
の
期
間
休
館
と
な

り
ま
す
。

■
休
館
期
間
　
11
月
13
日
（
木
）
～

11
月
18
日
（
火
）
　
６
日
間

 

9
月
13
日
（
土
）
～
10
月
31
日

（
金
）
は
『
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
月

間
』
で
す 

野
山
に
出
か
け
る
こ
と

が
多
く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

山
菜
取
り
レ
ジ
ャ
ー
、
釣
り
な
ど
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
北
海
道
の
野
山

は
「
ヒ
グ
マ
の
生
息
地
」
で
も
あ
り

ま
す
。
ヒ
ト
と
ヒ
グ
マ
、
双
方
に
と

っ
て
の
不
幸
な
事
故
な
ど
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
10
月
21
日
（
火
）
～
11

 
 
 
 
 

月
10
日
（
月
）

■
場
　
所
　
伊
達
信
用
金
庫
洞
爺
温 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

泉
支
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
担
当
者
　
秋
田
　
和
彦

　
　
　
　
　
　
　 

75-

2
6
2
9

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附
物
品

▼
小
林
　
邦
夫
さ
ん
（
室
蘭
市
）
3

万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
岡
崎
百
合
子
さ
ん
（
虻
4
区
）
10

万
円

〈
寄
附
物
品
〉

▼
虻
田
郵
便
局
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  98年前の噴火により出来た四十三山

（よそみやま）。その噴火の足跡でも

ある"火口"や火山の恵み"温泉"の源（井

戸）を見ながらゆっくり歩いてみませ

んか？その後、2000年の噴火によって

出来た火口や、金比羅火口災害遺構を

見学します。

■日　時　11月９日（日）

　９：00集合（洞爺湖ビジターセンタ

  ー駐車場・時間厳守）～15：30頃解

  散予定

■講　師　宇井忠英（北大名誉教授）

  洞爺湖温泉利用協同組合

■対　象　小学4年生以上（四十三山は

  登山道を歩きます。午前・午後とも

  に歩きを含む長い行程です。ご承知

  おきください。）

■定　員　25名（先着順）

■その他　長袖・長ズボンなど歩きや

  すい服装で、防寒着も必要。昼食持

  参。

■申込み　洞爺湖自然保護官事務所　

    　73－2600（土日祝は休み）

■主　催　環境省北海道地方環境事務所

げ
ん
き
館
ペ
ト
ト
ル
の

 
 

臨
時
休
館
に
つ
い
て

ヒ
グ
マ
に
よ
る

 
 

事
故
防
止
の
た
め
に

二
科
会
写
眞
部
北
海
道
支
部
　

第
24
回
西
胆
振
会
洞
爺
湖
展

平成20年度　自然ふれあい行事

（火山マイスター連携講座）

寄
　
　
付

「火口を探検！火山の
恵みを体験しよう！！」

  洞爺湖町は、平成20年９月から町税などの

滞納を減らすため、「タイヤロック（車輪止

め）」を導入しました。

  自動車、オートバイを所有している、町税

や国民健康保険税等の滞納者に対して差押予

告書を発し、その後も納税されない場合は、

タイヤロックを使って自動車などの差押えを

行います。

　タイヤロックによる滞納処分は、差押えた

自動車が使用できなくなることで、滞納者に

自主的に納税してもらうことが目的です。

＜注意事項＞
　タイヤロックは、できるだけドライバーの

目に付く場所に装着します。タイヤロックを

毀損・破損した場合は、 地方税法第168条

（滞納処分に関する罪）、刑法第96条（封印

等破棄）、刑法第252（横領）などの法律によ

り処罰されることがあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　担当：税務財政課　　74‐3003

・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・

町税等の滞納を減らすため、「タイヤロック（車輪止め）」を導入します町税等の滞納を減らすため、「タイヤロック（車輪止め）」を導入します町税等の滞納を減らすため、「タイヤロック（車輪止め）」を導入します

「火口を探検！火山の
恵みを体験しよう！！」

平成20年度　自然ふれあい行事

（火山マイスター連携講座）

・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・ * ・
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「さわやか」
の　行　事　予　定

10月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞
火・木・土曜日
　　　　午後 1時～午後8時30分
日曜日　午前10時～午後5時30分

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞
 月～金曜日
　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

10月10日(金）
　　17日(金）
　　21日(火）
　　28日(火）
　　31日(金）

10月10日(金）

10月10日(金）
　　31日(金）

10月17日(金）

10月24日(金）

洞爺総合支
所

虻田地区

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

10月30日(木）
午前10時～
12時

回覧をご覧く
ださい

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

 11月の予定

◆献血/11月4日(火)(洞爺地区）
◆女性ミニドック/11月5日(水)(洞爺地区)・11日
  (火)(虻田地区)
◆特定・胃・大腸・前立腺・肝炎・エキノコックス
  症検診/11月6日(木)(洞爺地区)・12日(水)・13日
  (木)(虻田地区)
◆洞爺地区健康相談/11月7日(金)・14日(金)・18日
  (火)・21日(金)・25日(火)・28日(金)(洞爺総合
　支所)
◆保育所開放/11月7日(金)・14日(金)・28日(金)
  (本町保育所)
◆乳児検診/11月20日(木)(さわやか)
◆親子ふれあい遊び/11月21日(金)(さわやか)

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター
76－4006 (健康指導係)

洞爺地区健
康相談

献血

保育所開放

親子ふれあ
い遊び

保育所開放

受付　
午後1時～1時30分

楽しそうに先生とじゃんけんをする新入生

今月のワンショット

人口と世帯の動き (平成20年8月31日現在)

男…… 4,990人
女…… 5,679人
計……10,609人
世帯…… 5,241世帯

月対比
(△ 6)
(   1)
(△ 5)
(   9)

乳児健診
健康福祉セ
ンター

本町保育所

健康福祉セ
ンター

洞爺保育所

　主な内容
・第２１回北海道ツーデーマーチ開催…………… ３ｐ

・9月15日敬老の日 100歳おめでとう……………４ｐ

・町内道の駅地場産品を格安で提供 ……………５ｐ

・虻田町ごみ処理券が使えなくなります…………８ｐ

桜ヶ丘保育所運動会
　　　―笑顔いっぱいの玉入れ競技ー

クオーターマラソン大会で、
チームメンバーを応援する児童ら
クオーターマラソン大会で、
チームメンバーを応援する児童ら

桜ヶ丘保育所運動会
　　　―笑顔いっぱいの玉入れ競技ー

　10月3日から5日まで、洞爺湖文化センタ
ーで、全国エコツーリズム大会iN洞爺湖が
開かれました。
　簡単にいうと、学者や旅行会社、観光業
者、一般市民などが集まり、単なる見世物
的観光ではなく、地域そのものを観光とし
てどういかしていくのかという事が話し合
われた大会でした。
　サミット後の町のあり方を模索する当町
にとっては、うってつけのもので、私自身
もいろいろと共鳴したり、考えさせられま
した。
　詳しい内容は11月号で紹介しますが、こ
の中で、地域の良さを地域の人にどう理解
してもらうのかという発言があり、広報・
広聴の担う仕事の重要性を再認識させられ
ました。
　　　　　　　　　           （Ｈ．Ｏ）

東奔西走

　主な内容
・第２１回北海道ツーデーマーチ開催…………… ３ｐ

・9月15日敬老の日 100歳おめでとう……………４ｐ

・町内道の駅地場産品を格安で提供 ……………５ｐ

・虻田町ごみ処理券が使えなくなります…………８ｐ


